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中学部 数学科 一題材の実践と振り返り

授業づくりの工程

前題材までに到達して
いる実態を把握

指導内容の決定
（研究生産物を基に）
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内容から段階を決定
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授業構想シートを活用
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R研で毎時間の
授業の評価・改善

題材終了

観点別評価の実施

本時案作成

授業者：井上滉太 平野令子

視覚的な支援で棒グラフを正しくかけるように

望む姿

一人で表
の数値を
正確に読
み取り、棒
グラフを作
成できるよ
うになって
ほしい。

次題材に向けて

○棒グラフのめもりをかく難しさを考慮する
・生徒によっては、１０、２０、３０と１０ずつ増える棒グラフのめもりの数値をかくことができるが、２０、４０、６０と２０ずつや、５０、１００、１５０と５０ずつ増えるめもりではかくことができな
い姿が見られた。このことから、棒グラフのめもりをかくときは、順序数の知識と推論する力が必要ではないかと考える。授業を構想するにあたって考慮する必要があると考える。

○考察するデータの幅を広げる
・今回、「お店の売り上げ」や「旅行客数」、「交通事故件数」などの棒グラフを扱い、そのグラフから考える学習活動を行った。しかし、生徒の学び
とりのはやさの実態によって、棒グラフだけを扱うのではなく、折れ線グラフの読み取り方の学習も一題材の中で扱ってもよかったと考える。折れ線
グラフや、棒グラフや折れ線グラフの重なったグラフ（折れ線：気温、棒：降水量のグラフなど）を扱うことで、考えを深める活動ができるようになる。
棒グラフと折れ線グラフの重なったグラフは、よく目にする機会がある。また、生徒が考える上で、折れ線グラフの変化と棒グラフの値を比較しやすい。
以上を踏まえ、次題材では段階的に様々なグラフを扱いながら、複数の種類のグラフからデータを読み取ることができるよう指導したいと考える。

意図と働きかけ

棒グラフの
作成手順や
棒のかき方、
棒のかく位置
がわかるよう
に、『秘伝の
書（右図）』
を使って、教
師と一緒に
作成するよう
にし、慣れて
くると一人で
作成する
ようにした。

結果

棒グラフの
作成手順は、
わかるよう
になったが、
棒グラフの
棒をかく位
置を間違え
る姿が見ら
れた。

改善内容とその結果

ワークシートに、棒
グラフの棒をかく
部分を注視できる
よう、右図のように
それ以外の部分に
色をつけた。
すると、正しい位置
に棒をかくことが
できるようになり、
繰り返し学習を行う
ことで、色分けして
いないワークシート
でも、棒グラフを作成
できるようになった。

三観点 評価

知識及び技能
二次元の表のそれぞれの数値が何を表しているか教師が尋ねると、「○○の△△の数」と正しく読み取ることがで
きた。二次元の表を見て、ワークシートにめもりの数、単位、項目を入れ、棒グラフを正しく作成することができた。

思考力・
判断力・
表現力等

二次元の表を基に作成した棒グラフから、わかったことや気づいたことを記述するとき、棒グラフを見て、「○○のグ
ラフでは、△△一番の数が一番多い」や「○○のグラフと△△のグラフの□□年を比べると、△△のグラフの□□年
の方が多い」、「□□年から、■■年まで、約500人増加している」などと記述して、発表する姿が見られた。また、
「棒グラフで□□年が多いのは、なぜだろう」などの問いに、他の棒グラフや資料の情報を見て、「～だから」と記述
し、発表する姿が見られた。

主体的に学習に
取り組む態度

授業の中で、「表から棒グラフにすると見やすく、わかりやすいです」や「棒グラフは、ニュースでコロナの感染した人
のグラフをよく見ます」などと発表する姿が見られた。

データの比較ができるように

望む姿

作成した棒グラフを見て、
最大値や最小値、数値の
変化や差などについて考
え、様々な読み取り方が
できるようになってほしい。

意図と働きかけ

棒グラフを見て、わかったこ
とや気づいたことを記入する
とき、様々な視点で読み取る
ことができるように、読み取
る視点をことばかけた。

結果

わかったことや気づいたこ
とを記述することができる
ようになったが、グラフのど
の数値を比較すればよい
かとまどう姿が見みられた。

改善内容とその結果

扱う情報量が多くならないようにするため、提示
する棒グラフを３つまでとし、そのグラフから数
値を２つ選び、比較するようにした。すると、２つ
の数値を比較し、わかったことや気づいたことを
記述することができるようになった。

指導内容 データの活用 中学部２段階

教材と
仕組み

『考えよう！データ研究員！』
データ研究員として作成した二次元の表や棒グラフの情報を比較したり、問いに応じて考えたりする

題
材
目
標

知・技
二次元の表から、決められた表題に合わせた内容を棒グラフに表すとき、二次元の表から表題に合う情報と棒グラフの
かき方がわかり、二次元の表から値を読み取り、めもりの数、単位、項目を入れ、棒グラフを正しく作成する

思・判・表
二次元の表や棒グラフから、理由について問われるとき、わかったこと、気づいたことの中から、なぜ、この結果になった
かを考え、理由を記述する

学び
表や棒グラフのよさに気づいたり、生活の中で様々なことが表で表されていることを知ったりして、様々な情報を知ること
に興味関心をもち、生活の中で活用する

評
価
規
準

知・技
二次元の表から、表の値を読み取り、ワークシート（表題が書かれた棒グラフ記入用紙）にめもりの数、単位、項目を
入れ、棒グラフを正しく作成する

思・判・表 表や棒グラフの最大値や変化について、他の棒グラフや資料を基に、理由を考え、記述する

学び
以下のような主体的な姿が出るかどうかで評価を行う
・棒グラフのよさを発表する ・身近な生活の中でどんな表やグラフを見ることがあるか発表する
・授業で扱うグラフや表を見て、自分の考えや思ったことを発表する

【R研】
国語・算数の授業実施日
に行う、授業の評価や
改善について話し合う場


